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お
祭
り
は
、
今
か
ら
約
七
百
年
前
の
弘
長
２
年（
西

暦
１
２
６
２
年
）こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
当
時
の
綴
子
村
は
灌
漑
用
水
の
不
足
に
悩
ん

で
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
雨
乞
い
の
神
事
と
し
て
天
に

届
く
よ
う
な
大
き
な
音
を
轟
か
せ
る
大
き
な
太
鼓
が
作

ら
れ
、
明
治
の
末
期
に
は
す
で
に
直
径
６
尺（
１
・
８
メ

ー
ト
ル
）ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
神
社
へ
の
奉
納
行
事
は
か
つ
て
、
上
町
・
下
町
両

集
落
が
合
同
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
奉
納
の
先
陣

争
い
を
張
り
あ
い
、
け
が
人
が
出
る
ほ
ど
で
し
た
。

そ
の
た
め
昭
和
の
始
め
か
ら
は
、
両
集
落
が
一
年
交

代
で
奉
納
す
る
こ
と
に
な
り
、
今
度
は
太
鼓
の
大
き

さ
を
競
い
合
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
６
年
に

は
下
町
が
２
・
10
ｍ
で
上
町
の
太
鼓
は
直
径
２
・
16
ｍ

で
し
た
が
、
以
後
交
互
に
新
調
・
改
造
を
行
な
い
、

現
在
で
は
両
集
落
と
も
最
大
の
太
鼓
は
直
径
が
４
ｍ

近
い
巨
大
な
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

　
今
年
の
当
番
町
は
下
町
。
下
町
の
大
太
鼓
は
最
も

大
き
な
も
の
が
直
径
３
・
71
ｍ
で
昭
和
61
年
、
世
界
一

大
き
な
和
太
鼓
と
し
て
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
で
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
２
番
目
に
大
き
な
も
の
で
も
３
・
44
ｍ

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
奉
納
は
出
陣
行
列
の
形
式
で
行

わ
れ
て
お
り
、
上
町
・
下
町
両
町
が
徳
川
方
と
豊
臣

方
に
分
れ
て
１
年
交
代
で
奉
納
を
行
い
ま
す
。  

 

　
本
祭
り
の
15
日
は
、
取
り
仕
切
り
役
の
太
夫
と
「
ヤ
ツ

パ
レ
」
と
い
わ
れ
る
棒
術
の
使
い
手
を
先
頭
に
１
０
０

人
あ
ま
り
の
出
陣
行
列
が
集
落
内
を
午
前
11
時
過
ぎ
に

出
発
、
３
張
り
の
大
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
上
町

に
あ
る
綴
子
神
社
に
向
か
い
、
地
元
の
人
た
ち
や
観
光

客
が
見
守
る
境
内
で
奉
納
行
事
を
行
い
ま
し
た
。 

 

　
境
内
で
は
、
露
払
い
太
夫
の
口
上
で
始
ま
り
、
子

ど
も
と
大
人
に
よ
る
勇
壮
な
獅
子
踊
り
が
奉
納
行
事

の
口
火
を
切
り
ま
し
た
。
獅
子
踊
り
は
、
頭
に
獅
子

頭
を
つ
け
た
装
束
で
小
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら

３
人
で
踊
り
ま
す
。
境
内
の
中
を
激
し
く
動
き
回
る

踊
り
は
、
体
力
の
消
耗
も
激
し
く
、
10
分
ほ
ど
の
演

技
が
終
わ
る
と
、
見
物
客
ら
も
大
き
な
拍
手
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
子
ど
も
会
に
よ
る
奴
踊
り
が
か
わ
い
ら

し
さ
で
観
衆
の
目
を
引
く
と
、
ト
リ
を
取
っ
た
大
人

の
奴
が
軽
快
な
所
作
で
幾
つ
も
の
演
目
を
鮮
や
か
に

決
め
、
満
場
の
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し
た
。  

　
神
社
境
内
で
の
奉
納
儀
式
の
あ
と
、
各
芸
能
は
集

落
内
の
数
カ
所
で
披
露
さ
れ
、
伝
統
の
演
技
に
た
く

さ
ん
の
お
花（
寄
付
）が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

　
ま
た
、
奉
納
行
事
の
前
に
神
社
境
内
で
行
わ
れ
た

の
が
作
占
い
の
「
湯
立
て
の
神
事
」。
大
鍋
に
お
湯
を

沸
騰
さ
せ
、
神
職
や
氏
子
が
ワ
ラ
の
束
で
か
き
ま
わ

し
て
立
つ
湯
の
花
（
し
ぶ
き
）
の
加
減
で
作
物
の
作
況

を
判
断
し
ま
す
。
今
年
は
「
平
年
作
以
上
」
と
の
託
宣

が
出
ま
し
た
。 

  

 

▲勇壮な「獅子踊り」 

　子ども獅子も一生懸命 

奴
踊
り（
子
ど
も
）の
采
配
役
「
中
奴
」 ▲  

境
内
で
の
奉
納
儀
式
で
口
上
を
述
べ
る
露
払
い
太
夫 

▼作況を占う「湯立ての神事」。今年は「平年作

以上、ただし風に気をつけて」とのご託宣 

特集：綴子大太鼓祭り

露払い太夫、ヤツパレを先

頭に大太鼓を従え、集落内

を綴子神社に向う出陣行列 

か
ん
が
い 

鳥
居
を
く
ぐ
り
神
社
境
内
に
入
る
行
列 

▲
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区�分 短時間部（幼稚園）

鷹巣教会幼稚園 鷹巣保育園

０歳〜就学前

５０人 ９０人

北秋田市東横町１０−３４
（幼�６２−１０４９／保�６２−１２４９）

社会福祉法人鷹巣地の塩会　理事長　丹波望

認定こども園　しゃろーむ　園長　岡村宣

おかず給食（主食持参）�月・火・木・金
完全給食（主食を含む）�水・土

８：３０〜１４：００
（登園時間７：００〜８：３０）

土・日・祝祭日・
年始・長期休業

３歳〜就学前

（希望に応じ満３歳児）

長時間部（保育園）

７：００〜１８：００

１４：００〜１９：００ １８：００〜１９：００

２５，０００円 市の保育料基準と同じ

日・祝祭日・年始

施設名称

所在地等

設置者

責任者

対象年齢

定�員

給�食

保育時間

保育料

休園日

預かり保育
延長保育

■
沿
　
革 

　
鷹
巣
教
会
幼
稚
園
と
鷹
巣
保
育
園
は
、

一
九
四
一
年
（
昭
和
16
年
）
、
鷹
巣
教
会
牧

師
小
林
寿
雄
・
操
夫
妻
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ

た
戦
時
託
児
所
が
前
身
。
当
時
は
保
育
施

設
の
さ
き
が
け
で
し
た
。
そ
の
後
、
保
育
制

度
の
整
備
に
伴
い
、
一
九
五
四
年
、
保
育
園

と
幼
稚
園
に
枝
分
か
れ
し
た
と
い
う
経
緯

を
持
つ
二
つ
の
保
育
・
教
育
施
設
で
す
。
以

後
、
園
庭
を
共
有
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
で
事
業
が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

■
保
護
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
し
た

認
定
子
ど
も
園 

　
就
学
前
の
子
供
に
対
す
る
教
育
及
び
保

育
施
設
に
は
、
幼
稚
園
と
保
育
所
が
あ
り

ま
す
。
幼
稚
園
は
満
３
歳
児
か
ら
を
対
象

に
、
１
日
４
時
間
を
標
準
と
し
て
保
育
を

行
い
ま
す
。
一
方
、
保
育
所
は
共
働
き
家

庭
な
ど
家
庭
で
子
ど
も
を
養
育
で
き
な
い

「
保
育
に
か
け
る
」
０
歳
児
か
ら
を
対
象

に
保
育
を
行
う
福
祉
施
設
で
す
。 

　
保
育
を
望
む
場
合
、
共
働
き
の
間
は
保

育
所
で
も
い
っ
た
ん
仕
事
を
や
め
る
と
幼

稚
園
へ
移
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
び
に
子
ど
も
は
新
し
い
環
境
に
置
か

れ
る
こ
と
に
な
り
「
就
労
形
態
が
変
わ
っ

て
も
継
続
利
用
で
き
な
い
も
の
か
」
と
の

声
も
出
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
幼
稚
園
と
保
育

園
の
双
方
の
利
点
を
併
せ
も
つ
施
設
と
し

て
「
認
定
こ
ど
も
園
」
が
国
の
制
度
と
し

て
誕
生
し
ま
し
た
。 

■
﹁
し
ゃ
ろ
ー
む
﹂
の
保
育
は 

　
短
時
間
部
（
幼
稚
園
）
と
長
時
間
部
（
保

育
園
）
の
子
ど
も
た
ち
が
一
緒
の
部
屋
で

す
ご
し
、
同
じ
保
育
を
受
け
、
園
の
行
事

も
一
緒
に
行
い
ま
す
。
保
護
者
の
就
労
に

よ
っ
て
、
保
育
園
と
幼
稚
園
を
行
き
来
す

る
こ
と
な
く
、
継
続
的
に
同
じ
保
育
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

■
地
域
子
育
て
セ
ン
タ
ー
の
展
開 

　
入
園
し
て
い
な
い
お
子
さ
ん
が
い
る
ご

家
庭
を
対
象
に
、「
親
子
の
つ
ど
い
の
場
を

提
供
」「
サ
ー
ク
ル
活
動
の
援
助
」「
子
育

て
相
談
」
「
子
育
て
講
座
」
な
ど
地
域
の

子
育
て
支
援
を
行
い
ま
す
。
入
園
し
て
い

な
い
お
子
さ
ん
の
一
時
保
育
も
実
施
し
て

い
ま
す
。 

■
園
舎
の
改
築
に
つ
い
て 

　
「
し
ゃ
ろ
ー
む
」
は
、
幼
保
連
携
型
施

設
と
し
て
現
在
地
に
新
た
に
園
舎
を
建
設

し
ま
す（
保
育
園
部
分
が
中
心
）。 

　
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
、
現
保
育
園
を

解
体
し
８
月
中
旬
か
ら
改
築
工
事
に
着
手

し
、
翌
年
の
２
月
下
旬
に
は
完
成
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
建
設
工
事
中
は
、
現
鷹
巣

教
会
幼
稚
園
等
を
仮
設
園
舎
と
し
て
使
用

し
ま
す
。 

　
入
園
手
続
き
な
ど
詳
し
く
知
り
た
い
方

は
、
お
気
軽
に
園
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

◎
お
問
い
合
わ
せ 

�
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１
０
４
９ 

開
設
時
間

認定子ども園「しゃろーむ」の概要

幼

保

連

携

型

施

設

が

発

足

認
定
こ
ど
も
園
﹁
し
ゃ
ろ
ー
む
﹂

 

市役所
本庁舎●

★しゃろーむ

幼保連携施設が発足 市の花あじさいを愛でる 

　
７
月
中
旬
、
市
の
花
「
あ
じ
さ
い
」
が

見
頃
を
迎
え
、
あ
じ
さ
い
を
鑑
賞
す
る
交

流
会
や
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
７
月
20
日
に
開
か
れ
た

の
は
鷹
巣
町
婦
人
団
体
連

絡
協
議
会（
中
嶋
喜
代
会
長
）

主
催
に
よ
る
鷹
巣
中
央
公

園
の
「
あ
じ
さ
い
の
丘
交

流
会
」
。
雨
の
た
め
公
園

内
の
「
青
葉
荘
」
で
開
か
れ
、

会
員
ら
約
１
０
０
人
が
思

い
を
花
に
寄
せ
、
交
流
を

深
め
ま
し
た
。 

　
ま
た
、「
合
川
あ
じ
さ
い

ま
つ
り
」
が
７
月
22
日
、

三
木
田
地
区
の
翠
雲
公
園

で
開
催
さ
れ
、
市
内
外
か

ら
訪
れ
た
見
物
客
が
、
見
頃
を
迎
え
た
色

鮮
や
か
な
あ
じ
さ
い
の
鑑
賞
と
、
歌
謡
シ

ョ
ー
や
ゲ
ー
ム
、
流
し
そ
う
め
ん
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
翠
雲
公
園
は
昭
和
63
年
か
ら
整
備
が
進

め
ら
れ
、
現
在
で
は
約
11 
ha
の
敷
地
に
９

種
類
２
５
０
０
株
の
あ
じ
さ
い
が
植
栽
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
つ
り
は
同
公
園
を
Ｐ
Ｒ

し
よ
う
と
実
行
委
員
会（
北
林
久
則
委
員
長
）

の
主
催
で
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年

も
、
山
村
留
学
ま
と
び
学
園
太
鼓
で
始
ま

り
、
サ
イ
コ
ロ
ゲ
ー
ム
や
ウ
ル
ト
ラ
マ
ネ
ー

ゲ
ー
ム
、
あ
い
か
わ
保
育
園
の
園
児
に
よ

る
野
点
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
に
は
、

地
元
有
志
の
バ
ン
ド
「
あ
じ
さ
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」、「
鷹
巣
祇
園
太
鼓
」、
ヤ
ー

ト
セ
秋
田
祭
り
に
参
加
し
て
い
る

「
ヤ
ー
ト
セ
秋
田
酔
楽
天
」
、「
二

ツ
井
恋
舞
」
な
ど
が
出
演
。
迫
力

あ
る
演
奏
と
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
踊

り
に
会
場
か
ら
は
歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。 

 

　
県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校
が
平
成
20
年

４
月
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
校
し
ま
す
。 

　
同
校
は
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法
に

基
づ
き
技
能
労
働
者
を
養
成
す
る
公
共

の
職
業
能
力
開
発
施
設
で
、
秋
田
県
が

運
営
し
て
い
ま
す
。 

　
一
般
入
校
選
考
試
験
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
同

校
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

（
問
）
�

62-

１
６
２
６ 

■
選
考
試
験
日 

▽
受
　
付 

　
　
平
成
19
年
10
月
15
日（
月
） 

　
〜
平
成
19
年
11
月
５
日（
月
） 

▽
選
考
日 

　
　
平
成
19
年
11
月
22
日（
木
） 

【
募
集
コ
ー
ス
】 

■
高
卒
コ
ー
ス 

　
自
動
車
整
備
科 

▽
期
間
／
２
年
　
▽
定
員
／
20
人 

▽
主
な
内
容 

　
２
級
自
動
車
整
備
士
養
成
施
設
で
、

２
年
間
を
通
じ
て
豊
富
な
教
材
と
ゆ
と

り
あ
る
時
間
で
２
級
自
動
車
整
備
士
に

必
要
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
充
分
対
応
で
き

る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。 

■
一
般
コ
ー
ス 

　
建
築
工
芸
科 

▽
期
間
／
２
年
　
▽
定
員
／
20
人 

▽
主
な
内
容 

　
木
造
在
来
工
法
に
関
す
る
建
築
施
工
・

工
芸
技
術
を
習
得
す
る
と
と
も
に
、
併

せ
て
木
造
建
築
設
計
が
で
き
る
建
築
技

術
者
を
育
成
し
ま
す
。 

■
離
転
職
者
コ
ー
ス 

（
※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
受
講
指
示
が
必
要

で
す
。
） 

�

建
設
機
械
運
転
科 

▽
期
間
／
６
カ
月
　

▽
定
員
／
20
人 

▽
主
な
内
容 

　
各
種
建
設
機
械
の

運
転
、
施
工
、
保
守

点
検
に
関
す
る
知
識
・

技
能
の
習
得
と
資
格

の
取
得
に
よ
り
、
高

度
な
技
術
者
を
育
成

し
ま
す
。 

 

★ 
綴子 
小学校● 

鷹巣技術 
専門校 

●綴子保育園 

●道の駅 
　たかのす 

鷹巣中央公園「あじさいの丘」鷹巣中央公園「あじさいの丘」

三
木
田
﹁
翠
雲
公
園
﹂

三
木
田
﹁
翠
雲
公
園
﹂

三
木
田
﹁
翠
雲
公
園
﹂

来年４月、リニューアル開校します 
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今
後
も
魅
力
的
な
企
画
を
検
討

内
陸
線
再
生
支
援
協
議
会
よ
り

（
問
）
同
協
議
会<

阿
仁
支
所
内>

82-

２
１
１
１ ■主催 

大相撲北秋田実行委員会 

■入場券料金 

タマリ席

マス席

マス席Ｓ一人席

マス席Ａ

マス席Ｂ

スタンド席

スタンド席高校生以下

※マス席を３名以下で利用される場合は「マ

ス席一人席」をお買い求め下さい

■入場券取扱所（北秋田市・大館市） 

いとく鷹巣南店、大館ＳＣ、大館樹海

ドーム 

■興業内容（予定） 

▽開場８：００〜公開稽古・人気力士とちびっ

この稽古▽１１：００〜格段の取り組み・お好

み（初っ切り、相撲甚句ほか）▽１３：３０〜幕内・

横綱土俵入り▽終了１５：００（弓取式）

会場  

大館樹海ドーム

開場：８時　打出し（終了）：１５時

１０,０００円（１名分） 

３２,０００円（４名分） 

８,０００円（１名分） 

２４,０００円（４名分） 

２０,０００円（４名分） 

４,０００円（１名分） 

１,０００円（１名分） 

 

※駐車台数に限りがありますので、
できるだけ乗り合わせでご来場ください

８
１４
（火）

大館市上台野字稲荷台１－１ 

■お問い合わせ■ 

大館樹海ドーム内チケット事務局

　０１８６−４５−２５００

内陸線再生支援協議会より 

　
年
々
利
用
者
数
が
減
少
し
て
い
く
内

陸
線
で
す
が
、
皆
さ
ん
が
内
陸
線
を
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
、
様
々
な
団
体
と

共
同
で
各
種
企
画
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

■
内
陸
線
お
ば
け
や
し
き 

 
 

内
陸
線
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
各
団

体
か
ら
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、
夏
真
っ

盛
り
の
９
日
間
、
内
陸
線
阿
仁
合
駅
前

倉
庫
で
、
内
陸
線
お
ば
け
や
し
き
を
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
演
技
指
導
は
「
劇
団
わ
ら
び
座
」
。
本

格
的
？
な
恐
怖
が
味
わ
え
る
か
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
お
化
け
た
ち
一
同
、
家

族
、
カ
ッ
プ
ル
等
、
多
く
の
ご
来
場
を
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

期
間
　
７
月
28
日（
土
）〜 

　
　
　
８
月
５
日（
日
） 

時
間
　
①
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分 

　
　
　
②
午
後
２
時
30
分
〜
午
後
５
時 

入
場
料
　
小
学
生
以
上
　
５
０
０
円
（
内

陸
線
利
用
者
は
４
０
０
円
） 

お
問
い
合
せ
　
観
光
案
内
所 

四
季
美
館 

　
　
　
　
　
　
�

75-

３
３
５
５ 

■
ほ
た
る
列
車
発
進
！ 

　
内
陸
線
で
は
、ホ
タ
ル
の
里
づ
く
り
事

業
の
一
環
と
し
て
、「
臨
時
列
車
ホ
タ
ル

号
」
を
６
月
29
・
30
日
、
７
月
６
・
７
日
の

４
日
間
運
行
し
ま
し
た
。
ホ
タ
ル
は
社
員

が
育
て
、
沿
線
の
一
部
に
放
流
し
た
も
の
。

絶
好
の
観
賞
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
桂
瀬
駅

そ
ば
の
白
坂
踏
切
付
近
で
は
、
約
３
分

間
列
車
を
止
め
、
社
内
を
暗
く
し
て
の

ホ
タ
ル
観
賞
。
は
じ
め
て
の
試
み
で
し

た
が
、
列
車
の
車
窓
か
ら
は
ホ
タ
ル
の

光
が
見
え
、
乗
客
の
皆
さ
ん
た
ち
は
幻

想
的
な
光
景
に
魅
入
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
社
員
に
よ
る
手
作
り
の
ホ
タ

ル
の
紙
芝
居
も
大
変
好
評
で
し
た
。 

       

■
内
陸
線
専
務
に
竹
村
氏
が
就
任 

　
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
の
株
主
総
会
が

６
月
27
日
、
阿
仁
支
所
で
開
か
れ
、
取

締
役
会
で
県
職
員
の
竹
村
寧
氏
が
代
表

取
締
役
専
務
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

　
竹
村
氏
は
「
内
陸
線
は
再
生
計
画
の

途
上
に
あ
る
。
存
続
に
向
け
た
努
力
を

第
一
目
標
に
、
経
営
に
力
を
注
ぎ
た
い
。」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
竹
村
氏
は
平
成
14
年
に
は
建
設
交
通

政
策
課
主
幹
兼
交
通
企
画
鉄
道
班
長
と

し
て
三
セ
ク
鉄
道
の
指
導
な
ど
を
担
当
。

ま
た
、
秋
田
・
韓
国
交
流
促
進
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
な
ど
を
歴
任
し
て
い
ま
す
。

昨
年
４
月
か
ら
は
建
築
住
宅
課
政
策
監
。 

■
ア
ク
セ
ス
パ
ン
フ
を
作
成 

　
利
用
者
や
観
光
客
か
ら
の
様
々
な
意

見
の
中
で
も
、
特
に
聞
か
れ
る
の
が
、

「
駅
に
着
い
て
か
ら
目
的
地
ま
で
の
足

が
な
い
」
な
ど
、
駅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

に
つ
い
て
の
不
満
で
す
。
そ
こ
で
、
支

援
協
議
会
で
は
各
団
体
の
協
力
を
得
、

昨
年
は
阿
仁
マ
タ
ギ
駅
か
ら
安
の
滝
間

の
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
の
運
行
が
始
ま
り

ま
し
た
。
今
年
は
７
月
か
ら
松
葉
駅
↓

田
沢
湖
経
由
↓
田
沢
湖
駅
間
の
乗
合
い

タ
ク
シ
ー
が
運
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ほ
か
に
も
い
く
つ
も
の
ア
ク

セ
ス
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
ま
り
周

知
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
支
援
協
議
会
で
は
、「
秋
田

内
陸
線
駅
か
ら
ア
ク
セ
ス
」
と
い
う
内

陸
線
沿
線
の
２
次
ア
ク
セ
ス
を
網
羅
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
首
都
圏

の
旅
行
代
理
店
や
、
観
光
関
係
者
へ
配

布
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

  

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
ア
ク
セ
ス

の
み
な
ら
ず
、
駅
周
辺
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
や
温
泉
施
設
の
紹
介
も
あ
り
ま
す
の

で
、
是
非
一
度
ご
覧
下
さ
い
。
総
合
政

策
課
、
商
工
観
光
課
、
四
季
美
館
の
窓

口
な
ど
に
お
い
て
あ
り
ま
す
。 

■
秋
田
・
内
陸
回
遊
パ
ス
発
売
中 

  

Ｊ
Ｒ
東
日
本
よ
り
秋
田
・
内
陸
回
遊
パ

ス
が
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

こ
の
切
符
は
内
陸
線
全
線
、
奥
羽
本
線

（
鷹
巣
駅
〜
田
沢
湖
駅
）
の
区
間
２
日
間

乗
り
降
り
自
由
で
、
大
人
２
０
０
０
円
、

こ
ど
も
１
０
０

０
円
と
非
常
に

お
得
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
通
常
で
す
と
鷹
巣
〜
秋
田
の
往
復
が

２
８
０
０
円
、
鷹
巣
〜
角
館
ま
で
の
往

復
は
３
２
４
０
円
で
す
。
特
に
内
陸
線

の
場
合
急
行
料
金
も
含
み
ま
す
の
で
い

か
に
お
買
い
得
か
が
わ
か
り
ま
す（
期
間

は
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
）。 

■
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

　
再
生
支
援
協
議
会
で
は
、
乗
車
促
進
運

動
の
一
環
と
し
て
、
今
後
も
魅
力
的
な
企

画
列
車
や
、
乗
車
率
の
下
が
る
冬
期
間
を

カ
バ
ー
す
る
企
画
を
検
討
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
沿
線
の
市
村
が
協
同
で

内
陸
線
を
盛
り
上
げ
て
い
く
よ
う
努
力

し
て
い
き
ま
す
が
、
や
は
り
、
何
と
い

っ
て
も
、
内
陸
線
は
皆
さ
ん
の
乗
車
が

重
要
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
な

く
し
て
存
続
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
今
後

と
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 

市

長

日

誌

◇
７
月
１
日
〜
15
日 

７
月
１
日（
日
）▽
財
団
法
人
日
本
民
謡
協
会
平
成
19
年
度（
第
28
回
）「
民
謡
・
民

舞
秋
田
県
連
合
大
会
」
で
あ
い
さ
つ 

７
月
２
日（
月
）▽
一
般
国
道
１
０
３
号
改
築
促
進
期
成
同
盟
会
ほ
か
合
同
総
会

に
出
席
▽
北
秋
田
市
建
設
業
協
会
総
会
に
出
席 

７
月
３
日（
火
）▽
北
秋
田
市
行
政
協
力
員
全
体
会
議（
鷹
巣
地
区
）に
出
席
▽
７

月
定
例
記
者
会
見
を
実
施 

７
月
４
日（
水
）▽
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
全
国
協
議
会
広
報
委
員
会
に
出

席（
東
京
都
） 

７
月
５
日（
木
）▽
北
秋
田
市
行
政
協
力
員
全
体
会
議（
森
吉
地
区
）に
出
席 

７
月
６
日（
金
）▽
北
秋
田
市
行
政
協
力
員
全
体
会
議（
阿
仁
地
区
）に
出
席 

７
月
７
日（
土
）▽
品
目
横
断
経
営
安
定
対
策
記
念
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
会
式

に
出
席
▽
全
国
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
議
員
連
盟
「
夏
合
宿
in
秋
田
」
で
あ
い
さ
つ 

７
月
９
日（
月
）▽
秋
田
内
陸
線
再
生
支
援
協
議
会
に
出
席 

７
月
10
日（
火
）▽
東
北
農
政
局
と
市
町
村
長
と
の
懇
談
会
に
出
席
▽
自
殺
予
防

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
し
北
秋
田
市
の
事
例
を
報
告（
秋
田
市
） 

７
月
11
日
（
水
）
▽
北
秋
中
央
病
院
運
営
協
議

会
に
出
席 

７
月
12
日
（
木
）
▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設

組
合
管
理
者
会
議
に
出
席
▽
秋
田
県
自
治
体

病
院
開
設
者
協
議
会
及
び
協
議
会
秋
田
県
支

部
合
同
総
会
に
出
席（
秋
田
市
） 

７
月
13
日
（
金
）
▽
秋
田
国
際
木
彫
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
実
行
委
員
会
設
立
総
会
に
出
席
（
秋
田

市
）▽
鷹
巣
医
師
団
定
例
医
談
会
に
出
席 

７
月
14
日
（
土
）
▽
第
16
回
北
秋
田
市
米
代
川

花
火
大
会
に
参
加 

 

　
鷹
巣
地
区
行
政
協
力
委
員
全

体
会
議
で
あ
い
さ
つ
す
る
岸
部

市
長
（
７
月
３
日
、
中
央
公
民
館)

▼  

各駅から目的
地までののア
クセスパンフ 

▲大好評だったホタル列車（６月
２９・３０日、７月６・７日に運行） 

本市出身 
幕内力士 豪風関もやってくる 

た け か ぜ  
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演
芸
と
健
康
体
操
で
楽
し
く
交
流 

　
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
女
性
委
員
会
（
鈴
木
昭
子

委
員
長
）
の
お
楽
し
み
交
流
大
会
が
７
月
13
日
、
合

川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
約
３
５
０

人
の
会
員
ら
が
参
加
し
、
民
謡
や
踊
り
を
楽
し
み
な

が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。  

　
開
会
式
で
鈴
木
委
員
長
が
「
歌
と
踊
り
で
た
く
さ

ん
笑
っ
て
、
楽
し
い
一
日
に
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
、
そ
の
後
行
わ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、

各
支
部
有
志
に
よ
る
踊
り
や
民
謡
が
披
露
さ
れ
、
会

場
か
ら
は
盛
ん
に
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
交
流
大
会
は
、
手
軽
に
で
き
る
健
康
体
操
を

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
入
れ
る
な
ど
、
だ
れ
で
も
気
軽

に
参
加
で
き
る
催
し
と
し
て
、
同
ク
ラ
ブ
女
性
委
員

会
が
初
開
催
し
た
も
の
で
す
。 

〜
市
老
人
ク
ラ
ブ
「
お
楽
し
み
交
流
大
会
」 

〜
大
阿
仁
小
児
童
が
イ
ワ
ナ
の
放
流 

　
７
月
10
日
、
大
阿
仁
小
学
校
の
１
年
か
ら
３
年
ま

で
の
児
童
24
人
が
、
カ
ラ
ミ
ナ
イ
川
に
イ
ワ
ナ
の
稚

魚
３
０
０
０
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。 

　
稚
魚
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
手
に
川
岸
に
並
ん
だ
児

童
ら
は
、
稚
魚
を
い
た
わ
り
な
が
ら
そ
っ
と
川
に
吸

い
込
ま
せ
る
よ
う
に
放
流
し
た
後
、
水
中
を
覗
い
て

稚
魚
を
確
認
す
る
と
「
元
気
で
ね
」
と
声
を
か
け
て

い
ま
し
た
。 

　
放
流
事
業
は
、
阿
仁
川
漁
協（
松
橋
三
郎
組
合
長
）

と
同
漁
協
阿
仁
支
部
が
行
っ
た
も
の
で
、
こ
の
日
は

昨
年
の
秋
に
孵
化
し
体
長
５
セ
ン
チ
程
に
育
っ
た
イ

ワ
ナ
の
稚
魚
２
万
３
千
匹
が
５
ヶ
所
の
川
に
放
流
さ

れ
ま
し
た
。 

元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね 

「
森
っ
ち
」
が
デ
ビ
ュ
ー 

〜
秋
田
県
が
着
ぐ
る
み
を
製
作 

　
こ
の
ほ
ど
秋
田
県
が
製
作
し
た
第
59
回
全
国
植

樹
祭
の
シ
ン
ボ
ル
「
森
っ
ち
」
の
着
ぐ
る
み
が
公

開
さ
れ
、
本
市
で
も
子
ど
も
た
ち
の
前
や
市
役
所

で
「
デ
ビ
ュ
ー
」
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。 

　
着
ぐ
る
み
は
イ
ラ
ス
ト
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
せ
、

頭
部
と
胴
体
が
丸
み
の
あ
る
親
し
み
の
あ
る
デ
ザ

イ
ン
で
、
北
海
道
苫
小
牧
市
で
開
か
れ
た
第
58
回

全
国
植
樹
祭
に
合
わ
せ
て
製
作
さ
れ
、
先
行
デ
ビ
ュ
ー

し
て
い
ま
し
た
が
、
秋
田
県
で
は
こ
の
日
が
初
披

露
と
な
り
ま
し
た
。 

 

幼
保
連
携
施
設
「
認
定
子
ど
も
園
し
ゃ
ろ
ー
む（
岡

村
宣
園
長
）
」
を
訪
れ
、
園
児
た
ち
に
大
歓
迎
さ
れ

ま
し
た
。 

　
こ
の
後
、
市
役
所
を
訪
れ
、
佐
藤
修
助
副
市
長

に
名
刺
を
手
わ
た
し
て
「
よ
ろ
し
く
」
と
あ
い
さ

つ
し
、
大
勢
の
職
員
に
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。 

 

熊
の
彫
刻
作
品
を
市
に
寄
贈 

〜
市
鷹
巣
出
身
彫
刻
家
・
伊
藤
さ
ん 

　
本
市
出
身
の
彫
刻
家
・
伊
藤
信
直
氏（
79
）＝
東
京

都
八
王
子
市
＝
か
ら
市
に
寄
贈
さ
れ
た
熊
の
彫
刻
が

９
日
、
伊
藤
氏
の
弟
で
同
板
橋
区
在
住
の
強
美
さ
ん

（
66
）に
よ
っ
て
本
市
に
運
ば
れ
、
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

　
伊
藤
さ
ん
は
昭
和
３
年
本
市
住
吉
町
生
ま
れ
。
昭

和
31
年
、
武
蔵
野
美
術
学
校（
現
大
学
）を
卒
業
後
、

二
紀
展
、
日
本
芸
術
家
展
な
ど
数
々
の
展
覧
会
で
彫

刻
作
品
が
入
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
強
美
さ
ん
は
、
「
来
年
80
歳
を
迎
え
る
こ
と
を
機

に
、
寄
贈
を
思
い
立
っ
た
も
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
」
と
信
直
さ
ん
の
思

い
を
岸
部
市
長
に
伝
え
て
い
ま
し
た
。 

　
彫
刻
作
品
は
市
文
化
会
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

〜
内
陸
線
ホ
タ
ル
列
車
運
行 

幻
想
的
な
「
ホ
タ
ル
の
光
」
舞
う 

〜
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
か
ら
12 
名
の
交
流
団 

　
ロ
シ
ア
・
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
か
ら
子
ど
も
た
ち

の
交
流
団
が
７
月
19
日
、
本
市
を
訪
れ
、
市
長
を
表

敬
訪
問
し
た
ほ
か
、
地
元
の
中
学
生
ら
と
交
流
を
行

い
ま
し
た
。 

　
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
と
の
交
流
は
平
成
元
年
、
旧
合
川

町
で
児
童
の
絵
画
と
野
球
道
具
を
ロ
シ
ア
に
寄
付
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
一
行
は
市
長
を
表
敬
訪
問
の
後
、
交
流
を
続
け
て

い
る
合
川
中
学
校
を
訪
れ
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
給
食

会
に
参
加
し
た
あ
と
、
生
徒
会
代
表
と
の
「
日
ロ
サ

ミ
ッ
ト
」
で
は
日
ロ
の
文
化
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。
サ
ミ
ッ
ト
の
あ
と
は
盆
踊
り
を
体

験
し
た
ほ
か
、
ロ
シ
ア
の
舞
踊
団
に
所
属
し
て
い
る

交
流
団
の
子
ど
も
た
ち
が
民
族
舞
踊
を
披
露
し
、
盛

ん
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。 

ロ
シ
ア
の
子
ど
も
た
ち
と
異
文
化
交
流 

 

▲ステージでは、各支部有志による踊り
や民謡の熱演に、会場からのたくさんの
拍手で交流を深めました。 

の
ぶ
な
お 

つ
よ
み 

　
寄
贈
さ
れ
た
彫
刻
作
品
を
前
に
、
左
か
ら
信

直
氏
の
弟
・
強
美
さ
ん
、
東
京
旧
鷹
巣
会
の
事

務
局
・
小
市
哲
子
さ
ん
、
岸
部
市
長 

▲
 

▲日ロサミツトで活発な意見交換のあと、 
みんなで記念写真！ 

　
内
陸
線
の
車
窓
か
ら
、
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
景
色

を
眺
め
て
も
ら
お
う
と
臨
時
列
車
「
ホ
タ
ル
号
」
が

６
月
末
か
ら
７
月
始
め
に
か
け
て
運
行
さ
れ
ま
し
た
。 

　
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
で
は
、
２
年
前
か
ら
「
ホ
タ

ル
の
里
」
づ
く
り
事
業
に
取
り
組
み
、
今
年
の
４
月

に
は
白
坂
地
区
の
内
陸
線
沿
い
の
小
川
へ
ホ
タ
ル
の

幼
虫
を
放
流
し
て
い
ま
す
。 

　
ホ
タ
ル
号
で
は
、
社
員
が
紙
芝
居
を
使
い
ホ
タ
ル

の
説
明
を
す
る
な
ど
車
内
は
ホ
タ
ル
ム
ー
ド
一
色
に
。

白
坂
の
観
賞
ポ
イ
ン
ト
で
停
車
し
消
灯
さ
れ
る
と
、

乗
客
は
一
斉
に
窓
か
ら
身
を
乗
り
出
し
、
歓
声
を
あ

げ
な
が
ら
ホ
タ
ル
が
放
つ
幻
想
的
な
光
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。
放
流
か
ら
約
80
日
、
初
夏
の
夜
空
に
舞

う
美
し
い
光
と
な
り
人
々
を
魅
了
し
ま
し
た
。 

▲車内では、ホタルの生態などを学習しな 
がら鑑賞ポイントに向かう 

▲認定子ども園しゃろーむで園児たち 
から大歓迎を受ける森っち 

▲小さな稚魚をやさしく水面に放流する 
児童たち 
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現
在
の
花
火
大
会
は
、
昭
和
の

合
併
以
前
の
旧
鷹
巣
町
で
開
か
れ

て
い
た
花
火
大
会
を
鷹
巣
町
観
光

協
会（
現
北
秋
田
市
観
光
協
会
）が

平
成
３
年
、
鷹
巣
中
央
公
園
桜
ま

つ
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

36
年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
、
そ
の
後

会
場
を
米
代
川
河
川
敷
に
移
し
て

開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
。
最
近
で

は
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花
火
の
数
も

増
え
、
県
内
で
は
大
曲
、
能
代
の

花
火
大
会
に
次
ぐ
規
模
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
は
例
年
よ
り
２
割

ほ
ど
多
い
３
千
５
百
発
が
打
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
の
大
会
は
、
運
営
上
の
事

情
か
ら
こ
れ
ま
で
主
催
し
て
き
た

市
観
光
協
会
が
６
月
中
旬
に
中
止

を
決
め
た
た
め
、
開
催
が
危
ぶ
ま

れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ま

で
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
花
火

大
会
の
火
を
消
し
た
く
な
い
と
市

民
有
志
が
実
行
委
員
会
を
結
成
、

準
備
期
間
が
約
１
ヵ
月
ほ
ど
し
か

な
か
っ
た
も
の
の
精
力
的
に
活
動

を
展
開
、
町
内
会
や
企
業
、
各
団

体
な
ど
多
く
の
協
賛
を
得
て
開
催

に
こ
ぎ
つ
け
た
も
の
で
す
。 

　
大
会
で
は
４
号
か
ら
10
号
の
割

物
花
火
、
華
や
か
な
大
小
の
ス
タ
ー

マ
イ
ン（
連
射
花
火
）な
ど
が
次
々

と
打
ち
上
げ
ら
れ
、
漆
黒
の
夜
空

を
華
や
か
に
彩
り
ま
し
た
。
ま
た
、

宝
石
や
蝶
、
扇
の
形
に
開
く
造
形

花
火
な
ど
も
見
物
客
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
高
野
尻
万

灯
火
会
の
全
面
協
力
で
の
火
文
字

の
演
出
に
も
大
き
な
拍
手
が
沸
き

起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。 

花や扇の形に開くもの、不規則に変化するユニークな 

花火の数々。また、間近にとどろく轟音も迫力満点。▲▼ 

漆黒の夜空をパステルカラー 

で鮮やかに彩ります 
▲高野尻万灯火会による火文字の

演出。「みんなで守ろう内陸線」

の前を列車がとことこ進みました 
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北秋田市 
教育委員会 

学びの広場
●公民館活動　●生涯学習 

●文化振興　●学校　●スポーツ 

地域で学び、活動する 
皆さんを応援します 

MANAB I　NO　H IROBA

花であふれた美しい街づくりを

市民に花の苗を販売～花いっぱい運動推進協 

大空の空気をたくさん吸って

中央公民館講座「ハツラツ健康倶楽部」 

懐かしのメロディーを合唱

第９回「思い出の歌喫茶ひまわり」  

　北秋田市花いっ

ぱい運動推進協議

会（松岡福太郎会

長）では、６月２

３・２４日の２日間、

花であふれた美しい

まちづくりのために、太

田フラワーセンター（松尾絢

子代表）で花の苗を販売しました。 

　今年販売したのはマリーゴールド（黄・オレンジ）、

サルビア（赤）、ビクトリアブルーの４種類。両日と

も爽やかな晴天にも恵まれ自治会、町内会、子ども会、

老人クラブの方など沢山の方が購入に訪れました。 

　いずれの花も開花期は夏から秋にかけて。沿道や庭

先に咲いた花は、秋に開かれるわか杉国体で全国か

ら訪れる選手や関係者を美しく迎えてくれそうです。 

▼ 

　第２回目の「ハツラツ健康倶楽部」が６月２８日

開催され、２５人の参加者が花でいっぱいの森吉山（標

高１，４５４．２ｍ）の山歩きを楽しみました。 

　お天気に恵まれたこの日は、まず阿仁のゴンドラ

で新緑の山腹を眺めながら８号目の山頂駅舎へ。こ

こからゆっくりと阿仁避難小屋までのウォーキング。

昼食後は、森吉神社へ立ち寄り往復約２時間程、澄

んだ空気を吸いながら心地よい汗を流しました。 

　登山道沿いのお花畑も観賞しながら会話も弾み、「今

度来るときは、友達や家族などとも一緒に来たい」

などと、みなさんとても満足されたようすでした。 

　歌を楽しむ自主サークル「第９回思い出の歌喫茶ひ

まわり」が７月１日、中央公民館で開催され、ホール

に歌声の輪が広がりました。 

　当日はサークルの会員ほか大館市からも歌好きの方

が参加、「千の風になって」など古今の名曲２０曲あま

りを生バンドの演奏で歌いました。 

　会場は、各テーブルに実行委員手作りのお菓子など

も出されアットホームなムード。歌のほかにレクダン

スで輪になって踊るなど笑い声も飛び交う楽しい時間

を過ごしました。 

　
心
を
こ
め
て
花
の
苗
を
育
て
る
太

田
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん 

▼ 

　
澄
ん
だ
空
気
を
吸
い
な
が
ら
山
歩
き

を
楽
し
ん
だ
「
ハ
ツ
ラ
ツ
健
康
倶
楽
部｣ 

▼ 

　
歌
や
ダ
ン
ス
で
心
も
身
体
も
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
た
「
思
い
出
の
歌
喫
茶
」 

MANABI NO HIROBA

　
地
域
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸

能
を
広
く
市
民
に
公
開
し
伝
承
者
の

意
欲
を
高
め
技
術
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
第
２
回
北
秋
田

市
民
俗
芸
能
大
会
」
が
８
月
26
日（
日
）、

市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　
昨
年
に
続
き
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
ポ

ス
タ
ー
の
原
画
を
制
作
し
た
の
は
本

市
森
吉
の
小
林
啓
行
さ
ん
。
か
つ
て

米
内
沢
に
あ
っ
た
「
米
内
沢
劇
場
」

で
昭
和
30
年
初
頭
か
ら
洋
画
の
ポ
ス

タ
ー
を
約
10
年
間
描
き
続
け
ま
し
た
。

最
盛
期
に
は
３
、
４
日
で
70
枚
か
ら

80
枚
も
の
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
、
上

小
阿
仁
、
阿
仁
、
合
川
に
配
布
し
た

そ
う
で
す
。 

　
第
２
回
大
会
に
出
演
す
る
の
は
「
根

子
番
楽
保
存
会
」「
阿
仁
前
田
獅
子

踊
り
保
存
会
」「
李
岱
駒
踊
り
会
」「
上

杉
大
名
行
列
保
存
会
」「
竜
森
郷
土
芸

能
研
究
会
」「
熊
野
神
社
餅
搗
き
踊

り
保
存
会
」「
綴
子
大
太
鼓
保
存
会
」

の
７
団
体
。 

　
開
演
は
午
後
１
時
か
ら
。
当
日
は

入
場
無
料
で
す
が
、
各
公
民
館
・
文
化

会
館
で
整
理
券
を
配
布
し
て
い
ま
す
。 

原
画
制
作
は
も
と
映
画
館
の
職
人
さ
ん

第
２
回

「
北
秋
田
市
民
俗
芸
能
大
会
」
ポ
ス
タ
ー 

▲小林さんの制作現場。今年のポ

スターのモデルとなった芸能は根

子番楽の演目「翁舞」。昔の映画

ポスターのように原色を使った大

胆な色使いが目を引きます 

　
鷹
巣
農
林
高
校
の
環
境
土
木
科
２
年
生
４

人
が
６
月
13
日
、
伊
勢
堂
岱
遺
跡
発
掘
現
場

の
体
験
学
習
に
訪
れ
、
慣
れ
な
い
作
業
に
と

ま
ど
い
な
が
ら
も
一
生
懸
命
発
掘
作
業
に
あ

た
り
ま
し
た
。 

　
体
験
学
習
は
、
中
学
、
高
校
な
ど
で
行
わ

れ
る
進
路
指
導
の
一
環
。
公
共
施
設
や
企
業

の
現
場
を
体
験
し
、
職
業
人
・
社
会
人
と
し

て
生
活
し
て
い
く
こ
と
を
学
び
ま
す
。 

　
市
の
担
当
者
や
ベ
テ
ラ
ン
の
作
業
員
に
要

領
を
教
わ
り
な
が
ら
土
器
片
な
ど
を
掘
り
出

し
た
生
徒
た
ち
は
、「
調
査
や
発
掘
の
大
切
さ

が
わ
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

           

　
鷹
巣
地
区
の
高
齢
者
講
座
「
高
鷹
大
学
※
」

で
は
、
７
月
２
〜
４
日
、
参
加
者
２
０
１
人

が
３
日
に
分
か
れ
て
市
内
探
訪
を
行
い
、
昨

年
と
同
じ
「
森
吉
山
ダ
ム
」「
阿
仁
の
花
し
ょ

う
ぶ
園
」
「
浜
辺
の
歌
音
楽
館
」
の
３
ヵ
所

を
訪
れ
ま
し
た
。 

　
森
吉
山
ダ
ム
の
工
事
現
場
で
は
、
参
加
者

全
員
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
姿
に
な
り
、
工
事
担
当

者
の
案
内
で
現
場
内
を
見
学
。
モ
ー
タ
ー
プ
ー

ル（
工
事
用
車
両
た
ま
り
場
）で
は
、
重
量
46

ト
ン
の
工
事
用
ダ
ン
プ
運
転
席
に
試
乗
さ
せ

て
も
ら
う
な
ど
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。 

　
阿
仁
の
花
し
ょ
う
ぶ
園
で
は
、
１
３
０
種

類
約
１
０
０
万
本
の
花
し
ょ
う
ぶ
を
眺
め
な

が
ら
昼
食
を
と
り
ま
し
た
。 

　
浜
辺
の
歌
音
楽
館
で
は
、「
コ
ー
ル
も
り
よ

し
合
唱
団
」
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴

き
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
豊
か
な
美
声
に
心
を
い
や

さ
れ
ま
し
た
。 

※
19
年
度
か
ら
入
学
年
齢
55
歳
以
上 

▲ 
鷹
農
生
が
伊
勢
堂
岱
遺
跡
で
体
験
学
習 

市
内
探
訪
で
貴
重
な
体
験

文
化
財
保
護
の
大
切
さ
を
実
感

▲森吉山ダムの工事現場では、巨大な

工事用ダンプの運転席試乗など貴重な

体験をしました。 

▲伊勢堂岱遺跡の体験

学習で発掘作業に従事

した４人の鷹農生 

高
齢
者
講
座
「
高
鷹
大
学
」 

ひ
ろ
ゆ
き 

MANABI NO HIROBA

完成したポスター 
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■公民館 
中央公民館　        �６２－１１３０ 

【ロビー展】ビーズアクセサリー 

８・９（木）観劇会｢君がいるから｣＝11:00

～12:00※小学生対象入場無料（先着150名) 

合川公民館　　　　�７８－２１１４ 

【ロビー展】万灯火写真展 

８・14（火）合川まと火･ふるさとまつり 

森吉公民館　　　　�７２－３２５９ 

【サロン展】絵手紙の会（1日～31日) 

８・１（水）・８（水）・22（水） 

夏休み自習室＝9:00～17:00 

８・３（金）・10（金）・17（金） 

ちびっこチャレンジクラブ＝10:00～12:00 

阿仁公民館　　　　�８２－２２２０ 

【ロビー展】　 

 合川公民館「刺し子講座作品展」 

８・８（水）俳句勉強会＝13:30～15:00 

　 10（金）囲碁同好会＝13:00～16:00 

■文化会館 
▼８・４（土）第５回ジュニアピアノコ

ンクール県北地区大会＝９:30～ 

▼５（日）ヒダノ修一未来の太鼓コンサ

ート＝15:00～ 

▼11（土）映画｢俺は君のためにこそ死

ににいく」＝①11:30～　②14:00～ 

▼15（水）北秋田市成人式 

▼18（土）おはなしどんどこ＝14:00～ 

■スポーツ 
▼８・３（金）合川少年球技大会（野球）＝

合川球場／〔同〕（バスケット）＝合川体育館 

▼３（金）～５日（日）第11回東北軟式

野球学童少年選手権大会＝中央公園野

球場・森吉球場 

▼５（日）市ソフトボール協会一般男子選

手権大会＝河川敷野球・ソフトボール場 

▼５（日）第３回オープンダブルス大会

（バドミントン）＝鷹巣体育館 

▼９（木）～10（金）校外生活球技大会

（野球）＝森吉球場／〔同〕（ミニバスケ

ット）＝森吉スポーツセンター 

▼15（水）～17（金）全県高校選抜女子選

手権大会＝河川敷野球・ソフトボール場 

▼18（土）～19（日）県北地区高校新人１

年生大会バドミントン競技＝鷹巣体育館 

健
　
康 

お
知
ら
せ 

■心の健康講座（第２回目） 
日　時　８月30日（木）　13:30～15:30 

場　所　森吉コミュニティセンター 

内　容 

　講演　「うつの理解とその対応」 

　講師　長信田の森診療クリニック 

　　　　精神保健福祉士　水野淳一郎氏 

申込締切　８月16日（木） 

問合せ　市保健センター�62-６６６６ 

■子育てサポーター養成講習会 
　子育てサポータは、子育て中の親が一

時的に子どもを預かってほしい時、引き

受け手となる保育の基礎的な知識をもっ

た「保育ボランティア」です。 

　保育実習や救命救急実習等の10科目24

時間の講習を行います。全日程を受講で

きる意欲のある方なら誰でも受講できます。 

場　所　市交流センター 

日　程　概ね10時～15時 

　　　　９月５日、12日、19日、26日 

　　　　10月10日、17日（毎週水曜日） 

定　員　40名程度 

受講料　５,０００円（テキスト代込み） 

申込締切　８月20日（月） 

問合せ　市みらい子育てネットあきた 

　　　　�０１８－８６３－８７８１ 

■子育てサークル 
時　間　１０：００～１１：３０ 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ　市保健センター�62-６６６６ 

―　健康づくり標語　― 

めざそう！明るく元気で大往生

（奈良正人氏） 

　保健センターで実施する介護予防事業に協力してもらうボラン

ティアを育成するために、介護予防運動・口腔機能・食生活・心

の健康づくり等を学習します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　募集人数　30名　　申込期限　８月９日（木） 

　問合せ　市保健センター　�６２－６６６６ 

あきた県民カレッジ〜受講者募集〜

　主会場　市交流センター※現地学習あり（２コマ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　講習料　３,２００円（個別講習もできます１コマ４００円） 

　申込み　各公民館にある申込用紙に記入　定　員　50名 

　問合せ　あきた県民カレッジ事務局　　�０１８－８６５－１１７１ 

介護予防ボランティア募集します 
森吉山から拡がる　豊かな自然の宝庫北秋田 

期　日 
９月15日 
（土） 
無料 

10月13日 
（土） 
特別日程 
10月27日 
（土） 
特別日程 
 

11月17日 
（土） 
 

11月24日 
（土） 
 

テ　ー　マ 
開講式　オリエンテーション 
記念対談「ファインダーから見た森吉山」 
 
【現地学習Ⅰ】《紅葉紀行》「森吉山の自然を体験」 
　～阿仁のゴンドラで行く花の百名山森吉山～ 
 
【現地学習Ⅱ】《晩秋の森吉山麓巡り》 
「森吉山ダムの魅力発見と史跡巡り」 
～豊かな自然の調和のとれた開発を目指して～ 
森吉山麓で生きる人々　part1 
　自然との共生～山の主　熊の生態を探る～ 
森吉山麓で生きる人々　part2 
　～マタギの食文化に触れる～ 
豊かな自然が生み出した「郷土の民話を聞く」 
豊かな自然との共存を目指して 
～県外出身者から見た「北秋田の魅力」～ 

サークル 

めだか教室 

 

みんなおいで 

 

ふれあい広場 

 

親子教室 

日程 

10日 

 

21日 

 

23日 

 

２日 

会場 

空港公園 

 

森吉地区

各保育園 

合川保健

センター 

大阿仁保

育園 

内容 

園庭で遊ぼう 

 

保育園開放日 

 

お話・て遊び

どんどん 

みんなでスイ

カ割り 

８月27日（月） 

13:00～15:30 

 

９月21日（金） 

10:00～15:00 

 

 

11月11日（日） 

９:30～12:30 

11月26日（月） 

13:00～15:00 

 

12月21日（木） 

13:00～15:00

市保健センター 

 

 

四季美館 

 

 

 

鷹巣体育館 

 

市保健センター 

 

 

市保健センター 

○趣旨説明　　○運動指導 

・ドンパン体操　・フットケア 

・しなやかウェーブ 

○運動実技・交流（前野地区・小

又地区高齢者健康教室参加者） 

　・講話「食生活について」 

　・講演「ストレスと心の健康」 

健康スポーツフェスタ参加 

 

高齢者健康づくり普及員研修 

　・ドンパン体操 

　・しなやかウェーブ 

○講演「口腔機能について」 

○運動実技 

日　時 場　所 実施内容 

  

■『
夏
休
み
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
講
座
』 

　
　
　 

〜
中
央
公
民
館
公
開
講
座 

日
時
　
８
月
23
日（
木
） 

　
　
　
９
時
30
分
〜
13
時 

場
所
　
中
央
公
民
館
　
調
理
室 

講
師
　
料
理
研
究
家
　
田
村
弘
子
さ
ん 

内
容
　
夏
の
食
材
を
使
っ
た 

　
　
　
　
　
　
　
料
理
と
デ
ザ
ー
ト 

対
象
　
小
学
生
と
保
護
者（
祖
父
母
可
） 

定
員
　
16
組 

材
料
費
　
１
０
０
０
円
程
度 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、筆
記
用
具 

申
込
期
間
　 

　
８
月
３
日（
金
）〜
８
月
10
日（
金
） 

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。 

申
込
み
・
問
合
せ
　 

　
　
中
央
公
民
館
�

62-

１
１
３
０ 

■『
百
人
一
首
の
世
界
』 

　
　
　 

〜
中
央
公
民
館
公
開
講
座 

日
時
　
８
月
10
日（
金
）　
13
時
30
分
〜 

場
所
　
中
央
公
民
館
　
１
階
ホ
ー
ル 

講
師
　
東
洋
大
学
教
授
　
高
城
　
功
夫
氏 

内
容
　
小
倉
百
人
一
首
の
誕
生
と
展
開

に
つ
い
て
、
そ
の
文
化
的
な
意
義
な
ど

を
解
説
し
ま
す
。 

受
講
料
　
無
料 

受
講
申
込
　 

会
場
の
都
合
上
、事
前
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

締
切
　
８
月
８
日（
水
） 

申
込
み
・
問
合
せ
　 

　
　
中
央
公
民
館
�

62-

１
１
３
０ 

    

  

■
母
子
健
康
手
帳
交
付 

時
間
　
9
時
30
分
〜
12
時 

日
程
　 

　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
毎
週
月
曜
日 

　
森
吉
支
所
　
　
　
　
　
毎
週
火
曜
日 

　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
水
曜
日

　
阿
仁
支
所
　
　
　
　
　
毎
週
木
曜
日 

※
13
日
〜
16
日
は
除
く
。 

※
記
入
用
紙
が
あ
り
手
続
き
終
了
ま
で

30
〜
40
分
か
か
り
ま
す
。
余
裕
を
も
っ

て
お
い
で
下
さ
い
。 

問
合
せ
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
�

62-

６
６
６
６ 

■
健
康
相
談 

時
間
　
9
時
30
分
〜
11
時
30
分 

日
程
　 

　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
８
日（
水
） 

　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
６
日（
月
） 

　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
17
日（
金
） 

　
阿
仁
支
所
　
　
　
　
　
　
９
日（
木
） 

内
　
容
　
健
康
相
談
、
血
圧
測
定
等 

持
ち
物
　
健
康
手
帳 

（
な
い
方
は
相
談
時
に
お
渡
し
し
ま
す
） 

問
合
せ
　
市
保
健
セ
ン
タ
ー
�

62-

６
６
６
６ 

■
献
血
日
程 

８
月
21
日（
火
）　
全
血 

▼
10
時
〜
11
時
50
分
＝
合
川
町
商
工
会 

▼
12
時
〜
13
時
＝
東
洋
精
箔
㈱ 

▼
14
時
〜
16
時
30
分
＝
愛
生
園 

■
精
神
保
健
相
談
・
老
人
精
神
保
健
相
談

及
び
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談（
要
予
約
） 

期
日
　
８
月
16
日（
木
） 

場
所
　 

　
鷹
巣
阿
仁
福
祉
環
境
部
2
階
相
談
室
 

受
付
時
間
　
15
時
〜
16
時 

相
談
時
間
　
15
時
〜
17
時 

相
談
医
師
　
保
健
所
嘱
託
医 

申
込
先
　 

　
鷹
巣
阿
仁
福
祉
環
境
部
�

62-

１
１
６
５ 
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■年金時効特例法 
　今までは、年金記録が訂正された結

果、年金が増額した場合でも、時効消

滅により直近の５年間分の年金に限っ

てお支払いしていましたが、これから

は年金時効特例法の成立により、過去

に時効消滅した分も含めて全期間さか

のぼってお支払します。 

問合せ　 

鷹巣社会保険事務所　�６２-１３０８ 

■年金記録問題に係る 
　戸籍・住民票の写しの無料交付 
　年金記録不備問題を受け、住民の不

安解消を図るために年金記録確認のた

めに必要な場合に限り、戸籍・住民票

を無料交付します。 

　交付申請は本人か代理人（同居人に

限る）で本人確認が必要です。（運転免

許証・保険証・年金証書等） 

問合せ　市市民課　�６２－１１１４ 

○基本手当の受給資格要件が変わり、

被保険者期間が12ヵ月以上（各月

11日以上）必要。倒産・解雇等に

より離職された方は６ヵ月以上（各

月11日以上）必要。 

○特例一時金の給付額が40日分に変更。 

○育児休業給付の給付率が50％に変更。 

○教育訓練給付の要件等が被保険者

期間３年以上20％（上限10万円）

に一本化。また、初回に限り、同１

年以上で受給可能。 

問合せ　 

ハローワーク鷹巣　�６０-１５８６ 

 

  

■
Ａ
タ
ー
ン
就
職
促
進
月
間 

　
県
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
８
月
を

「
Ａ
タ
ー
ン
促
進
月
間
」と
定
め
、
ふ
る

さ
と
へ
の
就
職（
定
住
）を
希
望
す
る
方

の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
帰
省

す
る
家
族
や
友
人
で
Ａ
タ
ー
ン
を
希
望

す
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ
の
相
談
を
お
勧
め
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
　 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鷹
巣
�

60-

１
５
８
６ 

■
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
写
真 

　
旅
券
の
申
請
に
際
し
て
、
提
出
し
て

い
た
だ
く
写
真
に
は
、
撮
影
時
期
や
寸

法
等
の
規
格
が
あ
り
ま
す
。
特
に
Ｉ
Ｃ

旅
券
の
導
入
に
伴
い
、
デ
ジ
タ
ル
写
真

や
ス
ピ
ー
ド
写
真
等
で
不
鮮
明
な
ど
の

理
由
か
ら
受
付
で
き
な
い
も
の
も
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
旅
券
は
海
外
渡
航
に
あ

た
り
、
自
分
自
身
を
証
明
す
る
た
め
の

大
変
重
要
な
も
の
で
す
。
申
請
者
の
負

担
を
少
な
く
す
る
た
め
に
も
、
で
き
る

だ
け
お
近
く
の
写
真
店
で
撮
影
を
お
す

す
め
し
ま
す
。 

問
合
せ
　 

北
秋
田
地
域
振
興
局
�

62-

１
２
５
１ 

■
８
月
31
日
は
個
人
事
業
税
の
納
期
限 

　
納
税
通
知
書
が
送
ら
れ
て
い
る
個
人

の
事
業
者
の
方
は
、
お
忘
れ
な
く
最
寄

の
金
融
機
関
で
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
個
人
事
業
税
の
納
税
に
は
便
利

な
口
座
振
替
制
度
も
あ
り
ま
す
。 

問
合
せ
　 

北
秋
田
地
域
振
興
局
県
税
部 

　
�

０
１
８
６-

49-

２
２
１
１ 

■
地
域
の
活
動
団
体
に
助
成 

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
資
金
】 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
の
中
で

「
県
外
の
先
進
地
を
調
査
・
研
究
し
た

い
」、「
活
動
に
必
要
な
器
材
を
購
入
し

た
い
」
等
、
活
動
を
行
い
や
す
く
す
る

た
め
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。 

【
元
気
あ
き
た
資
金
】 

　「
地
域
に
根
ざ
し
た
新
た
な
イ
ベ
ン
ト

を
立
ち
上
げ
た
り
、
既
存
の
イ
ベ
ン
ト

を
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
い
」、「
地
域
の

あ
り
方
を
考
え
る
た
め
の
学
習
会
等
を

開
き
た
い
」
な
ど
地
域
が
元
気
に
な
る

活
動
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。 

受
付
期
間
　
８
月
１
日
〜
８
月
31
日 

問
合
せ 

北
秋
田
地
域
振
興
局
�

62-

１
２
５
１ 

■
創
業
塾
開
催 

○
介
護
ビ
ジ
ネ
ス
創
業
塾 

日
時
　
９
月
１
日（
土
）・
２
日（
日
） 

　
　
　
10
時
〜
17
時 

場
所
　
県
青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー 

対
象
者
　
県
内
で
介
護
事
業
を
創
業
し

よ
う
と
す
る
方 

参
加
料
　
１
０
０
０
円
　
定
員
　
20
名 

申
込
締
切
　
８
月
24
日（
金
） 

○
開
店
・
開
業
創
業
塾 

日
時
　
９
月
15
日（
土
）・
16
日（
日
） 

　
　
　
10
時
〜
17
時 

場
所
　
中
央
シ
ル
バ
ー
エ
リ
ア 

対
象
者
　
県
内
で
創
業
し
よ
う
と
す
る
方 

参
加
料
　
１
０
０
０
円
　
定
員
　
20
名 

申
込
締
切
　
９
月
７
日（
金
） 

問
合
せ
　
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
　 

　
�

０
１
８-

８
６
３-

８
７
０
１ 

■
県
司
法
書
士
会
無
料
相
談
会
　
　 

日
時
　
８
月
22
日（
水
）　
13
時
〜
16
時 

場
所
　
市
中
央
公
民
館 

相
談
内
容
　
不
動
産
、
会
社
、
法
人
の

登
記
、
多
重
債
務
、
成
年
後
見
等 

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。 

問
合
せ
　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー 

　
�

０
１
８-

８
２
４-

０
０
５
５ 

■
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
相
談 

　
秋
田
労
働
局
で
は
、
職
場
で
の
い
じ

め
、
不
当
解
雇
な
ど
の
身
近
な
個
別
労

働
問
題
の
解
決
に
つ
い
て
、
無
料
で
相

談
を
し
て
い
ま
す
。 

問
合
せ
　
大
館
労
働
基
準
監
督
署
　
　

　
�

０
１
８
６-

42-

４
０
３
３ 

■「
グ
リ
ー
ン
ト
ー
ク
」参
加
者
募
集 

　
県
で
は
「
水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
」
の

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
内
容
に
つ

い
て
地
域
の
皆
さ
ま
に
説
明
し
、
よ
り
よ

い
制
度
と
す
る
た
め
ご
意
見
い
た
だ
き
た

い
の
で
、
多
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

日
時
　
８
月
７
日（
水
）　
18
時
〜
20
時 

場
所
　
市
交
流
セ
ン
タ
ー 

問
合
せ
　 

北
秋
田
地
域
振
興
局
　
�

62-

１
４
４
５ 

お
知
ら
せ 

 

 

 

 

　経済的な理由等により国民年金の保険料を納付することが困

難な場合には、申請により保険料が免除される「保険料免除制度」

があります。 

●全額免除制度 

　保険料の全額（月額14,100円）が免除されます。 

　全額免除された期間は、保険料を全額納付したときに比べ、

年金額が1/3として計算されます。 

全額免除となる所得の目安 

 前年所得が以下の計算式で計算した金額の範囲内であること 

（扶養親族等の数　＋　１）　×　35万円　＋　22万円 

 ※申請者ご本人のほか、配偶者及び世帯主も範囲内であることが必要です。 

●一部納付（一部免除）制度 

 保険料の一部を納付し、残りの保険料が免除されます。 

 一部納付には３種類あり、それぞれの納付額と年金額は下記の

通りです。 

　・４分の１納付　⇒　（ 3,530円を納付）　⇒　年金額は1/2 

　・半額納付　　　⇒　（ 7,050円を納付）　⇒　年金額は2/3 

　・４分の３納付　⇒　（10,580円を納付）　⇒　年金額は5/6 

一部免除となる所得の目安 

 前年所得が以下で計算した金額の範囲内であること 

　1/4納付⇒78万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等 

　半額納付⇒118万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等 

　3/4納付⇒158万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等　 

　※申請者ご本人のほか、配偶者及び世帯主も範囲内であることが必要です。 

 

　※平成19年７月～平成20年６月分の申請は受付を開始しています。 

 問合せ　鷹巣社会保険事務所　�６２－１３０８ 

 

免除制度をご利用ください

国民年金保険料

法テラス
　身近な法的トラブル、解決の道案内

をいたします。お金の貸し借りや悪徳

商法、住まいや不動産、夫婦関係や相

続、交通事故・人身事故、犯罪被害な

どの様々なトラブルについて、解決に

役立つ法制度や最適な相談窓口を無料

で紹介します。 

 

 

 

 

　　平　日　９：００～２１：００   

　　土曜日　９：００～１７：００ 

◎お問い合わせ  

日本司法支援センター秋田地方事務所 

　 　�０５０－３３８３－５５５０ 

※法テラスは国によって設立された

日本司法支援センターの愛称です。 

 

相談電話
おなやみなし

０５７０－０７８３７４ 

雇用保険制度が 
10月から大きく変わります 

平成20年春季開催 

第59回 全国植樹祭 
テーマ「手をつなごう�森と水とわたしたち」

会場　北秋田市「北欧の杜公園」 

北秋田市は、バレーボール、フェンシング、山岳、 
アーチェリーの会場です 

君のハートよ位置につけ 

植樹祭シンボルマーク 

森
っ
ち 

平成19年開催 

　秋田わか杉国体山岳競技で使用す

るクライミングボードに登ってみま

せんか？ 

日　時　８月９日（木） 

　　　　　９：００～１１：３０ 

場　所　市森吉スポーツ公園 

　　　　（森吉球場駐車場） 

対象者　小学４年生～中学生 

定　員　30名（先着） 

服　装　運動のできる服装及び運動靴 

申込締切　８月８日（水） 

※申込には保護者の承諾が必要です。 

※傷害保険に加入し参加されること

が望ましいです。 

申込み・問合せ　 

　市国体推進室（森吉支所内） 

　　　　�７２－５２３２ 

体験クライミング
参加者募集！
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（診療時間 午後６：３０～９：００） 

日 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

曜 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

電話番号 

62－1455 

62－1267 

62－2261 

62－1155 

63－0515 

63－2700 

69－5300 

62－1400 

62－1146 

82－2351 

62－2882 

72－4501 

62－1455 

62－1455 

62－1455 

62－1420 

医 療 機 関 名  

北 秋 中 央 病 院  

と し ま 医 院  

津 谷 内 科  

近 藤 医 院  

遠 藤 ク リ ニ ッ ク  

たむら内科クリニック 

毛利整形外科クリニック 

石川耳鼻咽喉科医院 

奈 良 医 院  

阿 仁 病 院  

藤 原 医 院  

公立米内沢総合病院 

北 秋 中 央 病 院  

北 秋 中 央 病 院  

北 秋 中 央 病 院  

佐藤外科消化器科医院 

■次の事項をご確認ください 

▼診療の対象となるのは応急の診察を要する

方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け

る場合は、診療に応じかねます。▼往診はし

ていません。年齢・病気の病状にかかわらず

事前に当番医に電話等でご相談ください。 

夜間当番医（　）日程表夜間
診療

お
誕
生
お
め
で
と
う
 

 
 
 
ご
ざ
い
ま
す
 

千
葉
羽
舞
華
  

工

藤

大

翔

 
 

近
藤
向
日
葵
  

櫻

田

凪

砂

 
 

 

中
屋
敷
 

田

中

 

合
川
李
岱
 

東
根
田
 

長
女
 

長
男
 

長
男
 

長
女
 

 

真
一
 

直
文
 

裕
太
 

正
明
 

幸
 

有
子
 

淳
子
 

智
恵
子
 

 

う

ぶ
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だ
い
と
 

ひ

な

た

 

な
ぎ
さ
   

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
ん
 

ち
ゃ
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お
二
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の
前
途
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福
し
ま
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戸

嶋

義

人

 

小

塚

千

賀

子

 

よ

し

と

 

ち

が

こ

 

　
さ
ん 

　
さ
ん 

今
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堂

ヶ

岱

 

（ 

三

浦

孝

之

 

 

加

賀

淑

子

 

た

か

ゆ

き

 

と

し

こ

 
　
さ
ん 

　
さ
ん 

川

向

 
 

前
田
駅
前 

（ 

(
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(
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(
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さ
ん 

さ
ん 

さ
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お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
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さ
ん 

さ
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さ
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さ
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さ
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さ
ん 

さ
ん 

さ
ん 

さ
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さ
ん 

さ
ん 

吉

田

哲

子
  

庄

司

ア

イ

  

庄
司
桂
太
郎 

土
佐
ミ
ツ
ヱ  

越
前
谷
政
雄  

碇
谷
喜
代
松  

浪

岡

と

し

  

岸
野
恵
美
子  

大
坂
カ
ツ
ヱ  

成

田

　

武

  

穴

倉

養

三

  

佐
藤
　
　
寛  

山

岡

康

雄

  

金
　
　
ヒ
ナ  

 

通

り

町 

桂

坂

 

桂

坂

 
  
 

新
舟
見
町  

米

代

町   

栄

摩

当   

鷹
巣
大
町  

材

木

町 

下

舟

木 

田

中

 

道

城

 

東

根

田 

米
内
沢
駅
前 

本
城
荒
町 

84 79 93 83 70 91 68 80 58 74 90
 

慶
弔
だ
よ
り
 

やるべ夏祭り　～やるべショップ１周年～ お
知
ら
せ

日　時　８月４日（土）　10:00～18:30 

場　所　やるべショップ 

　　　　（旧秋北バス鷹巣営業所） 

☆「わたがし」もらおう！（10:00～15:00） 

　おじいちゃん、おばあちゃんの似顔絵を

描こう。似顔絵を描いてくれた子どもたち

にはもれなくわたがしプレゼント！ 

☆フリーマーケット（10:00～15:00） 

　掘り出し物やお宝があるかも。自分でお

店を出すこともできます。 

☆屋台コーナー（10:00～18:00） 

　かき氷、わたがし、米代天然鮎塩焼き、

馬肉のけっとばし等 

☆ゆかたでライブ（16:30～18:00） 

　市内アマチュアバンドの熱きライブ 

☆浴衣でご来場の方や銀座通り協賛店２店

舗以上でお買い上げの方には「かき氷」か「わ

たがし」プレゼント! 

○問合せ やるべ倶楽部　�６２－１８５０ 

自 然 観 察 会

  
 

ま
さ
お
 
 

き
よ
ま
つ
 
 

 
 
 

え

み

こ

 
 

 
 
 

た
け
し
 

 
 
 
 
よ
う
ぞ
う
 
 

ひ
ろ
し
 

や
す
お
  

 
 

て
つ
こ
   

け
い
た
ろ
う
 

日　時　８月19日（日）　10:00～15:00 

集合場所　森吉山野生鳥獣センター 

コース　黒石川林道出会いから森吉山野生

　　　　鳥獣センターに向かってノロ川登

　　　　山コースを下りながら深緑のブナ

　　　　林を散策 

参加費　１人100円（傷害保険料）当日持参 

参加対象　３時間ほどのトレッキングが可能な方 

服装持物　トレッキングに適した服装で雨具、 

　　　　昼食、飲み物等は各自持参 

定　員　30名（申込み多数の場合は抽選） 

申込期限　８月14日（火） 

申込み・問合せ 環境省秋田自然保護官事務所 

　　　　　　　　�　０１８－８６７－８５８８ 

　　　　　　　FAX ０１８－８６７－８５８９ 

７
月
１
日
〜
15
日
届
出
分 

市立　　　図書館 

上杉あいターミナル　　�７８－９２９０ 

開館時間９：００～１７：００　※鷹巣図書館のみ 

ひまわりの家　　　　�７８－４０２５ 

鷹　巣 
森　吉 

鷹巣 �６２－３３１１ 

開館時間９：００ ～１７：００ 

森吉 �７２－３１９２ 

開館時間８：３０ ～１９：００ 

１、８、１５、１９、２２、２９日 

４、５、１１、１２、１３、１８、１９、２５、２６日 

６、２０、２７日 

８月の休館日  

６月～９月の間月・火・木・金が１８：００まで 

８月３１日まで

市　県　民　税 第２期 
 
国民健康保険税 第２期 
 

税の納期限 

「森吉山麓高原ブナ林で森林浴」

■
秋
田
県
立
大
学
で
学
び
ま
せ
ん
か 

　
秋
田
県
立
大
学
で
は
、
正
規
学
生
と

一
緒
に
特
定
の
授
業
を
受
講
す
る
「
科

目
等
履
修
生（
試
験
を
受
け
て
単
位
を
修

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）」、「
聴
講
生

（
単
位
の
修
得
を
目
的
と
せ
ず
聴
講
し
ま

す
）」
を
学
期
毎
に
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

問
合
せ
　
秋
田
県
立
大
学 

　
�

０
１
８-

８
７
２-

１
５
３
４ 

■
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー
大
会
に
伴
う

　
　
　
　
交
通
規
制
に
つ
い
て

 

箇
所
　
市
道
荒
瀬
川
線 

日
時
　
８
月
26
日（
日
）
午
前
７
時
〜
正
午
 

内
容
　
片
側
通
行
止
め
　
　
　 

花
し
ょ
う
ぶ
園
〜
荒
瀬
川
集
落（
友
子
衆
橋
） 

全
面
通
行
止
め 

荒
瀬
川
集
落
〜
農
林
漁
業
体
験
実
習
館 

問
合
せ
　
市
商
工
観
光
課
�

62-

６
６
３
９ 

■
東
京
圏
あ
に
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会 

日
時
　
８
月
14
日（
火
） 

 

　
　
ス
タ
ー
ト
午
前
７
時（
集
合
30
分
前
） 

場
所
　
秋
田
北
空
港
ク
ラ
シ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
倶
楽
部 

会
費
　
３
０
０
０
円（
プ
レ
ー
代
別
途
） 

申
込
締
切
　
８
月
９
日（
木
） 

問
合
せ
　 

阿
仁
支
所
企
画
総
務
課
�

82-

２
１
１
１ 

■
福
祉
無
料
相
談 

日
時
　
毎
月
第
４
土
曜
日
　
９
時
〜
12
時 

場
所
　
大
館
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー 

相
談
内
容
　
高
齢
者
、
傷
害
、
権
利
擁
護
等 

問
合
せ
　
県
社
会
福
祉
士
協
会
　 

　
�

０
１
８-

８
９
６-

７
８
８
１ 

日　時　８月９日（木）　18:00～20:00 

場　所　北秋田市交流センター 

対象者　思春期の子どもをもつ保護者、教育・保健関係者・一般市民 

内　容　●絵本読み聞かせ「共に生きる家族と読みたい絵本」 

　　　　読み聞かせボランテア　にじいろぱれっと会員 

　　　　●講演「危うし！！思春期の生と性」 

　　　　～気づいていますか？子どもたちの心と体の叫び！～ 

　　　　講師　弘前駅前公園クリニック　 

　　　　　　　院長　蓮尾　豊先生 

問合せ　市保健センター　�６２－６６６６ 

思春期保健講演会

〜北秋田市家庭教育支援綜合推進事業〜

平成19年10月1日現在で 

就業構造基本調査 

総務省統計局 

を実施します 
調査の対象になった方はご協力をお願いします。 

働く未来を考える 

お
知
ら
せ

■
市
道
通
行
止
め
（
米
代
川
堤
防
線
） 

箇
所
　
市
道
米
代
川
堤
防
線 

　
　
　
鷹
巣
橋
〜
東
鷹
巣
橋 

期
間
　
８
月
１
日
〜
11
月
30
日 

内
容
　
車
両
全
面
通
行
止
め 

※田畑をご利用の方には、仮設の通路を設置 
いたします。 

問合せ　国土交通省鷹巣出張所　�62-１２２６ 

 

鷹
巣
農
林

高
校
●

米代川

至摩当

東
鷹
巣
橋

鷹
巣
橋

至国道７号

通行止め区間　Ｌ＝1,700ｍ

市
役
所

本
庁
舎
●



ウイング

Ｊ
Ｒ
線

Ｊ
Ｒ
線 

第３６回

第２７回

合川まとび 

合川ふるさと 
まつり 

(火)

� ���� ���

阿仁
川 

まとび 

ま
と
び
 ★ 

至
米
内
沢 

内
陸
線
 

あいかわ 

● 

● 

川井 

● 
 

李岱 
 
会場 

合川中 

合
川
支
所 

17：00～17：50　アマチュアバンド 

17：50～18：00　呼太鼓 

18：00～18：30　通り踊り 

18：30～18：40　開会セレモニー 

18：40～19：00　合川太鼓 

19：00～19：30　まとび点火式 

19：30～　　　　まとび点火 

19：30～19：50　合川太鼓 

19：50～20：20　タント節 

20：20～21：00　歌謡ショー 

 

合川橋付近阿仁川堤防��

１９：３０〜��

合川ふるさとまつり

合川公民館前

１７：００〜

会　場
案内図

（問）合川支所産業建設課　�７８−２１１５

8 14�
(火)

国指定重要無形民俗文化財 

●期　日　８月１４日（火） 

●開　演　午後７時３０分 

●会　場　阿仁公民館根子分館 

　　　　（旧根子小学校） 

（問）商工観光課　�６２-６６３９　 

■開催日　 
　８月１４日（火）・１５日（水）
■時　間　 
　pm7:00〜（子どもの部）
　pm7:30〜（大人の部） 
■会　場　 
　銀座通り商店街（鷹ノ巣駅前） 

（問）市観光協会 
　　　�６２-１８５１ 

根子番楽 
　阿仁根子集落
に伝わる伝統芸能
「根子番楽」がお盆の８月
１４日の夜公開されます

ね っ こ ば ん が く  

根子トンネル 

会場

（旧根子 
　　小学校） 

Ｒ
１
０
５ 

第５１回 市民盆踊り大会
豪華賞品が盛りだくさんです。
帰省客の皆さんをお誘いの上、
ご家族お揃いでご参加ください。

８/14・15

お
か
し
な
い 

合川まとび

（問）合川公民館　�７８−２１１４

プログラム

タント節 

 
 
 
 
 
  

 

第４５回

阿仁の花火と灯籠流し
第４５回

阿仁の花火と灯籠流し
８月１６日（木）１９：３０〜

阿仁河川公園

８月１６日（木）１９：３０〜

阿仁河川公園

同時イベント

異人館フェスティバル異人館フェスティバル

※臨時列車�角館・鷹巣行きともに２１：２０発

(木)

� ���� ���

場 伝承館前　時１５：００〜花火終了まで

内 とこもショー・ビアガーデンなど

とうろう 

阿仁の花火は山峡に打ち上げられるため、谷間

に花火音が響きわたり迫力満点です。また、情緒

豊かなお盆供養の灯籠流しも見どころです

阿仁の花火は山峡に打ち上げられるため、谷間

に花火音が響きわたり迫力満点です。また、情緒

豊かなお盆供養の灯籠流しも見どころです

あ
に
あ
い

阿
仁
河
川
公
園

阿
仁
支
所

●★

会
場

阿
仁
川

■お問い合わせ 
【花火と灯籠流し】 
　市観光協会阿仁事務所　�８２-３３００ 
【異人館フェスティバル】 
　阿仁森吉商工会阿仁支所　�８２-２２０６ 
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